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弘
経
寺
だ
よ
り 

一
年
を
振
り
返
っ
て 弘

経
寺
主
管 

金
田
大
祐  

今
か
ら
十
一
ヶ
月
余
り
前
に
平
成
十
八

年
が
明
け
て
、
ふ
と
気
が
つ
い
て
み
た
ら
年

の
瀬
で
す
。
な
ぜ
、
こ
ん
な
に
も
時
の
過
ぎ

行
く
の
は
早
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

 
 

今
年
は
当
山
弘
経
寺
に
と
り
ま
し
て
は

記
念
す
べ
き
年
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
四
百

年
も
の
間
、
優
秀
な
僧
侶
を
育
て
、
ま
た
、

お
檀
家
さ
ん
の
拠
り
所
と
な
っ
て
き
た
本

堂
が
そ
の
歴
史
の
幕
を
下
ろ
し
た
年
だ
っ

た
か
ら
で
す
。 

 
 

今
年
の
前
半
に
は
本
堂
改
修
の
た
め
の

勧
進
が
始
ま
り
、
「
は
な
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
、
一
万
人
も
の
参
拝
者
が
本
堂
と
の
別

れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。
後
半
に
な
り
ま
す
と

起
工
式･

地
鎮
式
が
奉
修
さ
れ
、
工
事
が
本

格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。 

 
 

お
檀
家
の
皆
様
の
弘
経
寺
に
対
す
る
慈

し
み
の
心
と
深
い
お
心
遣
い
に
よ
り
ま
し

て
、
改
修
工
事
が
早
期
に
実
現
し
、
現
在
も

順
調
に
工
事
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
こ
と
、

有
り
難
く
、
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

私
は
一
年
が
と
て
も
は
や
く
過
ぎ
行
く

の
を
否
定
的
に
と
ら
え
る
と
き
が
あ
り
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
時
が
過
ぎ
行
く
の
が
早
い

と
感
じ
る
こ
と
は
そ
れ
だ
け
死
が
早
く
来

て
し
ま
う
と
感
じ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
し

か
し
、｢

人
生
の
質｣

と
い
う
側
面
か
ら
観
て

み
ま
す
と
、
「
時
が
過
ぎ
行
く
の
が
早
い
」

と
い
う
こ
と
は
そ
れ
だ
け｢

人
生
が
充
実
し

て
い
る｣
と
い
う
こ
と
だ
と
も
思
え
ま
す
。 

 
 

誰
に
も
平
等
に
与
え
ら
れ
て
い
る
命
と

い
う
時
間
。
日
本
人
の
平
均
寿
命
が
八
十
才

ぐ
ら
い
だ
と
考
え
れ
ば
三
十
半
ば
の
私
に

と
り
ま
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
生
き
ら
れ
る
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
誰

も
私
の
明
日
の
命
を
保
障
し
て
は
く
れ
な

い
と
い
う
事
実
も
受
け
止
め
な
け
れ
ば
あ

り
ま
せ
ん
。
誰
も
が
「
寿
命
と
は
関
係
な
し

に
明
日
死
ぬ
か
も
し
れ
な
い
今
と
い
う
時

間
を
生
き
て
い
る｣

の
で
あ
れ
ば
、
与
え
ら

れ
て
い
る
時
間
、
す
な
わ
ち
命
は
や
は
り
平

等
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 
 

で
す
か
ら
、
時
が
過
ぎ
行
く
の
が
早
い
と

感
じ
る
の
も
悪
い
こ
と
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
今
を
生
き
て
い
る
と
い
う
充
実
感
を

心
か
ら
感
じ
ら
れ
れ
ば
、
人
生
は
長
さ
で
は

な
く
、
質
で
あ
る
と
い
う
真
理
に
気
づ
く
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
ら･

･
･

。 

  
 

今
月
、
十
二
月
三
十
一
日
に
は
午
後
十
一

時
よ
り
浄
焚
式
と
修
正
会
が
当
山
弘
経
寺

に
て
営
ま
れ
ま
す
。
今
年
お
浄
土
に
旅
立
た

れ
た
方
々
、
そ
し
て
、
弘
経
寺
本
堂
の
在
り

し
日
の
姿
を
偲
び
、
感
謝
の
気
持
ち
を
捧
げ

る
と
共
に
、
来
る
年
平
成
十
九
年
が
希
望
に

満
ち
た
素
晴
ら
し
い
年
に
な
る
こ
と
を
共

に
願
い
、
阿
弥
陀
様
に
そ
の
願
い
を
捧
げ
る

法
会
が
浄
焚
式
と
修
正
会
で
す
。
是
非
ご
参

拝
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

浄
焚
式 

日
時 

平
成
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日(

日) 
     

午
後
十
一
時 

場
所 

飯
沼
弘
経
寺 

境
内 

     

℡
〇
二
九
七(

二
四)

〇
八
九
五 

  
浄
焚
式
で
は
、
古
損
し
た
仏
像
、
経
巻
、

位
牌
、
御
札
等
を
お
浄
め
し
て
、
お
焚
き
上

げ
い
た
し
ま
す
。
お
焚
き
上
げ
し
て
ほ
し
い

も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
当
日
の
午
後
十

時
半
に
弘
経
寺
へ
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

 

修
正
会 

  

修
正
会
を
左
記
の
通
り
、
大
晦
日
と
元
旦

に
営
み
ま
す
。
是
非
、
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。 

·  

平
成
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日(

日) 

午
後
十
一
時
五
〇
分 

·  

平
成
十
九
年
一
月
一
日(

月) 

午
前
十
一
時 

 

大
掃
除 

 
 

十
二
月
二
十
三
日(

土)

午
前
九
時
よ
り
、

大
掃
除
を
行
い
ま
す
。
窓
拭
き
、
庭
掃
き
、

す
す
払
い
等
、
お
寺
を
き
れ
い
に
し
て
新
年

を
迎
え
る
と
い
う
大
事
な
行
事
で
す
。
大
掃

除
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
、
軽
食
の
ご
接
待
が

ご
ざ
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

檀
信
徒
大
会 

 
 

十
一
月
二
十
日
茨
城
教
区
教
化
団
主
催

の
檀
信
徒
大
会
が
つ
く
ば
市
の
ホ
テ
ル
東

雲
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
茨
城
県
内
の
浄

土
宗
寺
院
の
ご
住
職
や
檀
信
徒
の
方
々
が

大
勢
参
加
し
、
盛
大
な
法
会
と
な
り
ま
し
た
。

当
山
か
ら
は
総
代
の
本
田
弘
さ
ん
、小
島
義

則
さ
ん
、
筆
頭
世
話
人
の
古
谷
三
郎
さ
ん
の

三
人
が
代
表
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。 

開
白
法
要
に
続
い
て
茨
城
県
内
の
僧
侶

に
よ
る
雅
楽
演
奏
、
吉
水
成
正
上
人
に
よ
る
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「
晩
年
の
法
然
上
人
」
に
つ
い
て
の
講
演
、

茨
城
教
区
寺
庭
婦
人
会
に
よ
る
詠
唱
が
催

さ
れ
、
二
百
人
も
の
参
加
者
全
員
が
熱
心
に

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

 経
蔵
落
慶
式 

 
 

十
一
月
十
八
日(

土)

午
前
十
時
、弘
経
寺

経
蔵
落
慶
式
が
経
蔵
前
に
て
厳
修
さ
れ
ま

し
た
。
大
本
山
増
上
寺
か
ら
は
弘
経
寺
住
職

で
も
あ
ら
れ
ま
す
江
口
執
事
長
を
は
じ
め
、

弘
経
寺
責
任
役
員
の
古
橋
執
事
、
蓮
池
執
事
、

施
設
管
理
課
の
前
田
執
事
他
、
増
上
寺
法
要

課
、
施
設
管
理
課
の
諸
上
人
に
御
来
山
い
た

だ
き
、
落
慶
式
を
お
勤
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
江
口
住
職
の

お
導
師
の
も
と
、
弘
経
寺
前
主
管
の
岡
部
上

人
、
法
性
寺
の
飯
沼
嶺
静
上
人
に
ご
臨
席
を

賜
り
、
各
地
区
の
世
話
人
が
弘
経
寺
を
代
表

し
て
参
列
し
、
落
慶
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。 

 

経
蔵
改
修
工
事
決
算 

 
 

十
一
月
十
八
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
経

蔵
の
落
慶
式
を
も
ち
ま
し
て
、
大
本
山
増
上

寺
別
院
弘
経
寺
の
経
蔵
改
修
事
業
が
無
事

完
了
い
た
し
ま
し
た
。
御
浄
財
を
ご
寄
進
く

だ
さ
い
ま
し
た
お
檀
家
の
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

決
算
に
際
し
ま
し
て
は
、
経
蔵
改
修
工
事

の
監
査
役
員
、
増
上
寺
別
院
弘
経
寺
住
職
、

増
上
寺
財
務
部
長
よ
り
決
算
書
の
承
認
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。 

本
堂
改
修
工
事
ニ
ュ
ー
ス 

 

地
鎮
式 

十
一
月
十
八
日(

土)

午
前
十
一
時
、弘
経

寺
本
堂
地
鎮
式
が
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。
大
本

山
増
上
寺
か
ら
は
弘
経
寺
住
職
で
も
あ
ら

れ
ま
す
江
口
執
事
長
を
は
じ
め
、
弘
経
寺
責

任
役
員
の
古
橋
執
事
、
蓮
池
執
事
、
施
設
管

理
課
の
前
田
執
事
他
、
増
上
寺
法
要
課
、
施

設
管
理
課
の
諸
上
人
に
御
来
山
い
た
だ
き
、

地
鎮
式
を
お
勤
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

江
口
住
職
の
お
導
師
の
も
と
、
社
寺
建
築

研
究
所
代
表
取
締
役 

東
進
様
、
同
設
計
長 

武
田
正
志
様
、
金
剛
組
東
京
支
店
長
大
久

保
克
朗
様
、
同
工
事
部
長 

植
田
菊
一
様
、

同
営
業
次
長 

菅
田
良
英
様
、
同
所
長 

目

黒
彰
様
、
同
係
員 

斉
藤
誠
様
の
ご
臨
席

を
賜
り
、
地
鎮
式
は
無
事
円
成
い
た
し
ま
し

た
。 

 
 

午
後
二
時
か
ら
は
、
江
口
住
職
お
導
師
の

も
と
、
水
海
道
部
内
の
御
寺
院
方
の
御
随
喜

を
賜
り
、
十
夜
法
要
が
営
ま
れ
、
各
お
檀
家

の
先
祖
代
々
諸
精
霊
の
十
夜
回
向
を
い
た

し
ま
し
た
。 

地
鎮
式
、
十
夜
法
要
に
ご
出
席
く
だ
さ
い

ま
し
た
世
話
人
の
皆
様
、
本
当
に
ご
苦
労
様

で
し
た
。
午
前
か
ら
午
後
に
か
け
て
の
長
丁

場
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
お
手
伝
い
い
た

だ
き
ま
し
た
お
か
げ
で
、
地
鎮
式
、
十
夜
法

要
は
盛
会
裏
に
幕
を
と
じ
ま
し
た
。心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

            御
浄
財
勧
募
の
ご
報
告 

十
一
月
ま
で
に 

三
八
、
四
九
六
、
二
四
七
円 

の
本
堂
改
修
工
事
の
た
め
の
ご
浄
財
が
集

ま
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
の
ほ
ど
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

合
計 

法
要
費 

設
計･

管
理
費 

諸
経
費 

八
角
輪
蔵
補
修
工
事 

左
官
工
事 

瓦
工
事 

屋
根
工
事 

仮
設･

解
体･

木
工
事 

支
出
の
部 

 

合
計 

瓦･
銅
版
奉
納
料 

寄
付
金 

補
助
金(

水
海
道
市
よ
り
） 

起
工
式
本
尊
前 

弘
経
寺
会
計 

収
入
の
部 

3
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4
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6
9 

6
6
,7
6
2 
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,1
5
0
,00

0 

1
2
0
,2
0
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5
,2
5
0
,00

0 

5
,2
5
0
,00

0 

1
,1
5
5
,00

0 

2
,1
0
0
,00

0 

1
5
,7
5
0
,0
0
0   

3
2
,8
4
1
,9
6
9 

7
8
2
,0
0
0 

5
,8
4
3
,00

0 

1
,4
0
0
,00

0 

8
4
,0
0
0 

2
4
,7
3
2
,9
6
9 

 

お
悔
や
み 

阿
弥
陀
様
の
慈
光
の
中
、
次
の
方
々
が
極

楽
へ
往
生
さ
れ
ま
し
た
。 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

十
一
月
二
八
日 

飯
田
美
代
子
殿 

五
〇
歳 

大本山増上寺別院弘経寺経蔵改修工事決算書 

地鎮式 


